
                         第第第第１０１０１０１０回回回回（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度））））    
 
        九州保健福祉大学公開講座九州保健福祉大学公開講座九州保健福祉大学公開講座九州保健福祉大学公開講座 
                            募募募募    集集集集    要要要要    項項項項 
 

 
今年度の公開講座タイトルは、「地域・伝統資源の再発見／変わるものと変わらないもの」 

九州保健福祉大学が延岡の地に根を下ろして、今年から新しい 10 年が始まります。 

これまでの 10年間に、延岡市と大学とをつなぐ知の血脈
けつみゃく

は、複雑多岐にわたって成長して

きました。現在、その血脈を通して多彩な交流が行なわれています。今や大学そのものが延

岡という地域の一部を成しているといっても過言ではありません。このようにして一体化し

た後で始まる新しい 10 年は、これまでとは違った交流活動を生んでいくことでしょう。そ

の交流活動の新 10 年開始の年に、本講座では「地域・伝統資源の再発見」という総合テー

マを置きました。或る機会に「地域は治
なお

す。地域は癒
いや

す」という言葉を聞きました。それに

「地域は生
う

む、地域は創
つく

る」という言葉を加えると、「地域」のもつ奥深い豊かな力と可能

性を十分に表現することになるかもしれません。大学内の知的資源も含めて、そうした「地

域」とその「伝統」の中に隠れ潜んでいる資源を掘り起こそうという試みです。 

 

「地域・伝統資源の再発見／変わるものと変わらないもの①」 

＜７月２４日（土）午前１０時～１２時＞ 

【【【【文化文化文化文化をまもりをまもりをまもりをまもり、、、、つかっていくことつかっていくことつかっていくことつかっていくこと    

                                －－－－地域社会地域社会地域社会地域社会におけるにおけるにおけるにおける文化資源文化資源文化資源文化資源のののの保存保存保存保存とととと活用活用活用活用をををを目指目指目指目指してしてしてして－】－】－】－】 

講師 山内 利秋（社会福祉学部臨床福祉学科准教授） 

 

「地域・伝統資源の再発見／変わるものと変わらないもの②」 

＜８月２８日（土）午前１０時～１２時＞ 

【【【【地域地域地域地域はあるものではなくはあるものではなくはあるものではなくはあるものではなく創創創創るものるものるものるもの】】】】 

講師 井上 孝徳（社会福祉学部臨床福祉学科教授） 

 

「地域・伝統資源の再発見／変わるものと変わらないもの③」 

＜９月２５日（土）午前１０～１２時＞ 

【【【【地域地域地域地域のののの持持持持つつつつ教育力教育力教育力教育力～～～～生活史生活史生活史生活史のののの積積積積みみみみ重重重重ねがねがねがねが学生学生学生学生にににに与与与与えるものえるものえるものえるもの～～～～】】】】    

講師 飯干 紀代子（保健科学部言語聴覚療法学科教授） 

 

「地域・伝統資源の再発見／変わるものと変わらないもの④」 

＜１０月２３日（土）午前１０時～１２時＞ 

【【【【心臓心臓心臓心臓・・・・血管系疾患血管系疾患血管系疾患血管系疾患にににに効効効効くくくく薬薬薬薬についてについてについてについて】】】】    

講師 田中 直子（薬学部薬学科講師） 

 

「地域・伝統資源の再発見／変わるものと変わらないもの⑤」 

＜１１月２０日（土）午前１０時～１２時＞ 

【【【【留学生留学生留学生留学生のののの受受受受けけけけ入入入入れはれはれはれは大学大学大学大学とととと地域地域地域地域にににに如何如何如何如何なるなるなるなる変化変化変化変化をもたらすかをもたらすかをもたらすかをもたらすか    

            －－－－変変変変えるべきものとえるべきものとえるべきものとえるべきものと変変変変えるべきでないものえるべきでないものえるべきでないものえるべきでないもの－－－－】】】】 

講師 登坂 学（社会福祉学部子ども保育福祉学科講師） 

 

「地域・伝統資源の再発見／変わるものと変わらないもの⑥」 

＜１２月１８日（土）午前１０時～１２時＞ 

～～～～ええがええがええがええがええがええがええがええがトークトークトークトーク～～～～    

司会 井上 孝徳（社会福祉学部臨床福祉学科教授） 

           山内 利秋（社会福祉学部臨床福祉学科准教授） 

           飯干 紀代子（保健科学部言語聴覚療法学科教授） 

           田中 直子（薬学部薬学科講師） 

           登坂 学（社会福祉学部子ども保育福祉学科講師） 

 
                           九州保健福祉大学公開講座委員会九州保健福祉大学公開講座委員会九州保健福祉大学公開講座委員会九州保健福祉大学公開講座委員会    



～講師概要および講師プロフィール～ 

 

＜７月２４日（土）午前１０時～１２時＞ 

【【【【文化文化文化文化をまもりをまもりをまもりをまもり、、、、つかっていくことつかっていくことつかっていくことつかっていくこと－－－－地域社会地域社会地域社会地域社会におけるにおけるにおけるにおける文化資源文化資源文化資源文化資源のののの保存保存保存保存とととと活用活用活用活用をををを目指目指目指目指してしてしてして－】－】－】－】    

あって当たり前なのが「昔からあるもの」ですが、これがいざ無くなってしまうととても寂しか

ったりします。少し昔の写真をみるとなんだかとても懐かしく、心が温まってきて他の人に話しか

けたくなりませんか？戦災を免れた商店街の建物や廃線になった鉄道の施設、古い看板や、さらに

は自分が住んでいる家さえもこの土地に存在してきた事が当たり前だったはずですが、いざ無くな

ってしまうとなるととても悲しくなるものです。ガラスケースの向こうにある貴重な文化財にはな

かなか生まれないこうした気持ちが沸き起こるのは、そこに人々の「想い（おもい）」が詰まってい

るからではないでしょうか。延岡駅の周辺や鮎やなといった、地域社会にのこるさまざまな記憶を

紐解きながら、身近な文化資源の保存と活用を考えていきたいと思います。 

 

 講師 山内 利秋（やまうち としあき）社会福祉学部臨床福祉学科准教授 

埼玉県さいたま市生まれ。國學院大學大学院文学研究科博士課程前期修了。歴

史資料や美術品・伝統技術、古写真や映像記録といった文化資源の保存と活用

が専門。地域に残る古いモノの中に価値を見出しながら、実際に地域の活性化 

や介護予防につなげる活動を行っている。延岡市文化財保護審議会委員。 

    

    
 

＜８月２８日（土）午前１０時～１２時＞ 

【【【【地域地域地域地域はあるものではなくはあるものではなくはあるものではなくはあるものではなく創創創創るものるものるものるもの】】】】 

人口減社会、少子高齢社会、格差社会、・・・私たちの地域は大きく変貌してきています。「子ど

もが少なくなった」「地域の政が廃れてしまった」「活気がない」「毎日が不安でいっぱい」。家族や

地域の絆は薄れ、人とひとがつながりのない地域社会になろうとしています。地域が持つ力を再発

見しよう。そして、安心・安全で活気あふれる・癒される地域を目指そう。そのためには、なにを

どうすればいいのだろう。まちおこし・まちづくりを積極的に進める地域にはどんなヒントが隠さ

れているのだろう。地域は「有る」ものではなく「創るものなのだ」 

 

講師 井上 孝徳（いのうえ たかのり）社会福祉学部臨床福祉学科教授 

宮崎県出身。宮崎県社会福祉協議会地域福祉部長、社会福祉法人豊かの里グルー

プ企画教宣部長を経て現職。現在、NPO法人豊栄加齢研究所理事、延岡市市民

力市場（市民まちづくりセンター）理事長、宮崎県医師会介護サービス指定調査

機関運営適正化委員長。専門は地域福祉、研究テーマ「住民主体による福祉のま

ちづくり」 

 

 

＜９月２５日（土）午前１０～１２時＞ 

【【【【地域地域地域地域のののの持持持持つつつつ教育力教育力教育力教育力～～～～生活史生活史生活史生活史のののの積積積積みみみみ重重重重ねがねがねがねが学生学生学生学生にににに与与与与えるものえるものえるものえるもの～～～～】】】】    

人生は、毎日の生活の積み重ねです。高齢期は、人生の集大成にあたる時期。この延岡の地で、

親・兄弟・ご近所さん・仕事仲間・夫や妻・子供・孫などなどと培ってきた日々の暮らしが持つ意

味は大きく深いものです。昨年、私の大学での講義「高齢障害学」で、学生と一般市民の方が共同

で作成する「Memory Book」に取り組みました。作成過程や参加者、学生双方のコメントを紹介し

ながら、この地域が持つ教育力、ひとりひとりの生活史が学生に与える影響力について、共に考え

たいと思います。 

 

講師 飯干 紀代子（いいぼし きよこ）保健科学部言語聴覚療法学科教授 

鹿児島県出身。九州保健福祉大学大学院（通信制）保健科学研究科博士（後期）

課程満期退学。博士(保健科学)。鹿児島市の高齢者医療施設で臨床心理士として

勤務後、言語聴覚士の資格を取得。平成 13 年 4 月より、九州保健福祉大学言語

聴覚療法学科に勤務。高次脳機能障害のリハビリテーション、高齢者のコミュニ

ケーション障害の支援について臨床的研究を行っている。 



 

 

 

＜１０月２３日（土）午前１０時～１２時＞ 

【【【【心臓心臓心臓心臓・・・・血管系疾患血管系疾患血管系疾患血管系疾患にににに効効効効くくくく薬薬薬薬についてについてについてについて】】】】    

日本人の死因の第２位と第３位は心疾患、脳血管疾患であります。これら心疾患と脳血管疾患の

死亡数をあわせると、第１位のがんと同じぐらいの人々が亡くなっており、しかもその死亡数、死

亡率はともに上昇傾向を示しています。心臓病の中でも、最も多い病気が狭心症や心筋梗塞を代表

とする「虚血性心疾患」です。また、虚血性心疾患は、命を落とさずにすんだ場合でも、寝たきり

や生活の制限が必要となることが多く、日本人の、そして地域の健康な生活を守るためにはこれら

の虚血性心疾患の予防が重要であることは言うまでもありません。狭心症や心筋梗塞とはどのよう

な病気か、また、その治療や予防に使用する「薬・くすり」についてお話します。 

 

  講師 田中 直子（たなか なおこ）薬学部薬学科講師 

九州保健福祉大学薬学部薬理学第一講座にて「冠動脈バイパスグラフト血管の

長期開存を目指した薬理学的研究」を行っております。県立延岡病院心臓血管

外科との共同研究であり、バイパス術後のグラフト血管が、長期にわたって開

存するような薬理学的・基礎的知見を臨床へ提供することを目的に日々研究を

行っております。 

 

 

＜１１月２０日（土）午前１０時～１２時＞ 

【【【【留学生留学生留学生留学生のののの受受受受けけけけ入入入入れはれはれはれは大学大学大学大学とととと地域地域地域地域にににに如何如何如何如何なるなるなるなる変化変化変化変化をもたらすかをもたらすかをもたらすかをもたらすか    

－－－－変変変変えるべきものとえるべきものとえるべきものとえるべきものと変変変変えるべきでないものえるべきでないものえるべきでないものえるべきでないもの－】－】－】－】    

我が国は「留学生 10 万人計画」を達成し、2008 年には新たに「30 万人計画」を提起していま

す。政策の是非や行く末はさておき、大学の国際化が一層進行中であることは事実です。地域に立

脚して医療・福祉の専門職を養成してきた本学でも、３年前から留学生の受け入れを開始し、既に

相当数が学んでおります。いま本学教員は教学における従来の枠組みや方法論を一部捉えなおすこ

とを求められつつあるのです。ところで留学生は、４年間を大学で過ごすと同時に、地域に根ざす

「生活者」となります。ここに、大学・留学生・地域の三つの視点から多文化共生のための思考を

醸成する必要があるように思われます。 

 

講師 登坂 学（とさか まなぶ）社会福祉学部子ども保育福祉学科講師 

社会福祉学部専任講師。新潟県中魚沼郡に生まれ、高校時代まで柏崎市で過ご

す。早稲田大学教育学部卒、同大学院文学研究科博士後期課程満期退学。横浜

市役所（福祉課）、外務省専門調査員（在広州日本国総領事館）などを経て本学

勤務。専門は社会教育学。1 年生向けに一般教養の中国語、留学生向けに日本

語も教えている。 

 

 

 

 

＜１２月１８日（土）午前１０時～１２時＞ 

～～～～ええがええがええがええがええがええがええがええがトークトークトークトーク～～～～    

今年のテーマは「地域・伝統資源の再発見／変わるものと変わらないもの」です。九州保健福祉

大学は、開学以来 10 年のときを刻んできました。その間、大学は知の資源として延岡との間で様々

な交流活動が行われ、未来永劫に変わらない密接な関係を築きつつあります。時代とともに進化を

遂げていくもの、時代が変わっても守り続けていくもの、この 2 つが融合した延岡の新しいまちを

創り上げていくことが、私たちに課せられた課題ではないでしょうか。 

誰でもが癒されるまち・安心して暮らせるまち・伝統と文化が息づくまち・・そんな延岡について

大いに語りあいましょう。多くの方のご参加をお待ちしています。 



＝＝＝＝募募募募    集集集集    要要要要    項項項項＝＝＝＝    
 

平成２２年度九州保健福祉大学公開講座の全体テーマは「地域・伝統資源の再発見／変わるもの

と変わらないもの」で、全６回シリーズです。６回まとめての募集ですが、都合のつかない講座は

受講されなくても構いません。受講を希望される方は下記によりお申し込みください。 

            

～～～～応応応応募募募募方法方法方法方法～～～～    ※いずれかの方法でお申込ください。 

①郵 送：〒882-8508 宮崎県延岡市吉野町 1714-1 九州保健福祉大学 

公開講座委員会事務局宛に、往復はがきで「郵便番号・住所・ 

氏名（ふりがな）・年齢・電話番号」を記入し申し込んでください。 

（復）はがきにも返信宛先を書いてください。 

②ＦＡＸ：０９８２－２３－５５３０ 

九州保健福祉大学 公開講座委員会事務局宛 

            「郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号」をご記入の上、 

上記ＦＡＸ番号に送信して下さい。 

③E-mail：kkai@uo.phoenix.ac.jp  

※必ず件名に「公開講座申込」と記載して下さい。 

「郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号」をご記入の上、 

上記アドレスに送信して下さい。 

 

  ・・・・申込締切申込締切申込締切申込締切                    ７７７７月月月月９９９９日日日日（（（（金金金金））））必着必着必着必着でおでおでおでお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします。。。。    

 

～～～～受講受講受講受講についてについてについてについて～～～～    
   ・定  員   定員は２００名です。（先着順で、定員になり次第、締め切ります） 

    ・受 講 料   ２,０００円。 

           全６回シリーズの受講料で、受講回数に関係なく定額です。 

           なお、受講料には資料代を含んでいます。 

                    受講料は初回の公開講座実施日（７月２４日）に徴収します。 

    ・受講連絡   申込受付後、「公開講座に関するご案内」を送付します。 

   ・修了証書   全講座を受講された方に「修了証書」を最終日に授与します。 

    ・応 募 先   〒882-8508 九州保健福祉大学庶務課内 公開講座委員会事務局 宛 

                    （問い合わせ） TEL ０９８２－２３－５５５５（代） 

   ・講座会場   九州保健福祉大学 Ｆ講義棟 

    ・駐 車 場      ※駐車場がありますので、ご利用下さい。 

 

〒882-8508 

宮崎県延岡市吉野町1714-1 

TEL 0982-23-5555 

FAX 0982-23-5530 

九州保健福祉大学は、 

  学生一人ひとりのもつ能力を最大限に引き出し 

   引き伸ばし、社会に有為な人材を養成する。 

を建学の理念として、地域に根ざした教育活動を展開しています。 

九州保健福祉大学 

公開講座委員会事務局 


